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混合交通を観察する 
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国
土
交
通
省
の
調
べ
に
よ
る
と
、
平
成
15
年

度
に
全
国
で
発
生
し
た
踏
切
事
故
は
、
４
１
７

件
、
死
傷
者
２
６
２
人
（
死
者
１
２
４
人
）
だ
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●
車
両
お
よ
び
歩
行
者
の
踏
切
の
通
過
状
況
を
観
察
す
る

警
報
機
が
鳴
っ
て
か
ら
踏
切
に
進
入
し
た
車
両
４
７
１
台
中
２０
台

踏
切
の
直
前
で
の
一
時
停
止
は

き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
い
る
か
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●観察場所／東京都渋谷区代々木2丁目31 小田急線「南新宿」駅付近の踏切
●観察日／7月12日（火曜日）
●天候／くもり
●観察時間／17:30 ～18:30（1時間）
●観察者／5名

踏
切
事
故
の
大
半
は
運
転
者
や
歩
行
者
の
過

失
が
原
因
だ
。
今
回
の
観
察
で
も
警
報
が
鳴
り

始
め
て
か
ら
の
無
理
な
横
断
が
見
ら
れ
た
。

踏
切
を
通
過
す
る
際
は
直
前
で
一
時
停
止
と

左
右
お
よ
び
前
方
の
確
認
を
行
い
、
警
報
機
が

鳴
っ
た
ら
踏
切
内
に
入
ら
な
い
こ
と
。
電
車
の

接
近
を
確
認
す
る
と
と
も
に
歩
行
者
保
護
も
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
踏
切
は

場
所
毎
に
状
況
が
違
う
。
今
回
の
観
察
で
、
踏

切
の
前
を
横
断
し
た
歩
行
者
な
ど
は
普
段
か
ら

よ
く
こ
こ
を
利
用
し
、
遮
断
機
の
下
り
て
い
る

時
間
が
長
い
こ
と
を
知
っ
た
上
で
横
断
し
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
踏
切
に
よ
っ
て
は

他
の
場
所
と
は
異
な
る
、
特
有
の
交
通
行
動
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
踏
切
で
は
、
そ
う
し
た
他

者
の
予
想
外
の
行
動
を
予
測
し
、
普
段
以
上
に

安
全
確
認
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

っ
た
。
踏
切
事
故
と
は
踏
切
で
列
車
ま
た
は
車

両
が
、
踏
切
を
通
行
す
る
人
ま
た
は
車
両
等
と

衝
突
、
ま
た
は
接
触
し
た
事
故
の
こ
と
で
、
８

件
は
列
車
が
脱
線
す
る
と
い
う
大
事
故
と
な
っ

て
い
る
。

昭
和
50
年
度
に
１
９
１
７
件
発
生
し
た
踏
切

事
故
は
、
鉄
道
の
高
架
化
や
道
路
の
立
体
交
差

化
が
徐
々
に
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
昭
和
54
年

度
以
降
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
未
だ
に

踏
切
事
故
は
な
く
な
ら
な
い
。
平
成
15
年
度
の

踏
切
事
故
の
死
傷
者
の
内
訳
は
、
自
動
車
乗
車

中
１
０
８
人
、
二
輪
車
乗
車
中
42
人
、
歩
行
者

１
１
２
人
。
踏
切
事
故
の
原
因
の
大
半
は
列
車

の
直
前
横
断
に
よ
る
も
の
で
、
事
故
の
６
割
を

占
め
て
い
る
。

平
日
の
夕
方
、
東
京
都
心
に
あ
る
私
鉄
と
都

道
が
交
差
す
る
踏
切
で
、
車
両
と
歩
行
者
の
踏

切
通
過
状
況
を
観
察
し
た
。

警報機が鳴ってから踏切に進入する歩行者

観
察
場
所
は
東
京
都
心
に
位
置
す
る
小
田
急

線
・
南
新
宿
駅
か
ら
３
０
０
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
踏

切
。
こ
こ
は
線
路
が
上
下
各
２
本
ず
つ
の
複
々

線
で
、
踏
切
の
距
離
は
か
な
り
長
め
だ
。
交
差

す
る
都
道
側
に
は
、
手
前
に
「
踏
切
あ
り
」
の

標
識
が
あ
り
、
踏
切
に
は
一
時
停
止
の
標
識
と

警
報
機
、
遮
断
機
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。
車
道

は
各
１
車
線
だ
が
、
車
道
と
歩
道
と
が
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
踏
切
と
な
っ
て
い
る
。
電
車
の
本

数
が
多
く
な
る
と
、
遮
断
機
が
降
り
た
状
態
で

電
車
が
４
本
通
過
す
る
こ
と
も
あ
り
、
一
旦
降

り
た
遮
断
機
が
上
が
る
ま
で
の
待
ち
時
間
が
長

く
、
車
列
も
長
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

１
時
間
観
察
し
た
結
果
、
観
察
地
点
の
踏
切

を
通
過
し
た
車
両
は
、
乗
用
車
１
９
７
台
、
タ

ク
シ
ー
・
商
用
車
２
０
９
台
、
二
輪
車
65
台
の

計
４
７
１
台
。
歩
行
者
は
５
４
５
人
だ
っ
た
。

踏
切
を
通
過
す
る
際
に
は
停
止
線
で
一
時

停
止
と
左
右
確
認
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
だ

が
、
観
察
地
点
で
は
一
時
停
止
し
な
い
車
両
の

方
が
多
か
っ
た
。
前
車
が
進
む
と
そ
の
ま
ま
走

り
出
す
後
続
車
が
目
立
ち
、
一
時
停
止
し
て
も

左
右
の
確
認
は
あ
ま
り
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
踏
切
で
徐
行
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
通
過
す

る
車
両
や
、
踏
切
前
方
に
ク
ル
マ
が
連
な
っ
て

い
る
の
に
踏
切
内
に
進
入
す
る
ク
ル
マ
も
少
な

く
な
か
っ
た
。
な
か
に
は
警
報
機
が
鳴
り
出
し

て
か
ら
慌
て
て
加
速
し
て
踏
切
に
進
入
し
た
車

両
も
20
台
観
察
さ
れ
た
。

歩
行
者
に
関
し
て
は
、
警
報
機
が
鳴
っ
て
か

ら
踏
切
に
進
入
し
た
の
は
５
４
５
人
中
50
人
。

観
察
中
、
気
に
な
っ
た
の
は
踏
切
の
前
を
線
路

沿
い
に
横
断
す
る
歩
行
者
の
存
在
だ
。
こ
の
踏

切
の
付
近
に
は
横
断
歩
道
が
な
い
の
で
、
反
対

側
の
歩
道
に
渡
る
た
め
に
、
ク
ル
マ
が
徐
行
す

る
踏
切
の
手
前
を
選
ん
で
横
断
す
る
人
が
多
か

っ
た
。
し
か
し
、
左
右
確
認
お
よ
び
前
方
の
確

認
、
徐
行
を
し
て
い
な
い
ク
ル
マ
が
多
か
っ
た

の
で
、
か
な
り
危
険
に
思
え
た
。

踏
切
で
は
、よ
り
慎
重
な

安
全
確
認
を
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踏切での待ち時間が長く車列も
長く延びていた

徐
行
も
せ
ず
に

踏
切
に
進
入
す
る
ク
ル
マ
も
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●車両と歩行者の踏切通過状況

一時停止
した

一時停止
しない

乗用車 371 126

合計

197

警報機が鳴ってから
踏切に進入

12

商用車
トラック 368 141 209 36

二輪車 330 335 365 32

合計 169 302 471 20

歩行者 545 50

踏切の前を線路沿いに横断する歩行者


